
2018 年 10 月号             京大戦 部便り 

 

1 

 

京大戦 部便り 

 

目次 

1. 京大戦 講評 

 1.1  監督より 

1.2  主将・女子主将より 

1.3  次期主将・女子主将より 

2. 京大戦 試合経過  

3. 選手の言葉  

4. チーフの言葉 

5. 試合結果 

6. 自己記録更新者一覧 

7. 2018 年度部内五傑 

8. 主務より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 京大戦 講評 

1.1 監督より 

監督・藤田靖浩 

 今回の京大戦は、男子が 198 対 174 の 24 点差で残念な

がら 2 位、女子は 34 対 32 の接戦を制し優勝しました。 

 男子は、最初の種目の 400mH で、持ち記録では 4～6

位の中、2 位、3 位に入り順調な滑り出し、自己ベスト

を更新した選手も相応におり、勝ち越した種目は東大が

多かったものの、9 点負けが 4 種目というのが響きまし

た。健闘したもののやはり最後は地力の差が出た結果。 

 女子は、高石の 800m、内山の 100m、400m での大会

新記録を中心に順調に得点を積み上げました。特に内山

は走幅跳専門ですが、400m で 57 秒 96 と東大記録を更

新しており、今後、七種競技や 400m、400mH で日本イ

ンカレの標準を狙えるのではないかと期待させる活躍で

した。 

 来年に向けては、現 4 年生が抜ける穴も大きいですが、

4×100m リレーの 40 秒 88 や 100m、200m 等、下級生

の活躍が目立ち、今後が期待できる種目も多かった試合

でした。来年こそは地元開催で男女ともに必ず優勝でき

るよう、冬季練習に励んでいきたいと思います。 

 

1.2 主将・女子主将より 

主将・近藤秀一 

 優勝を目指して戦いました。七大戦からパフォーマン

スを高めることができ自己ベストも多く出ましたが、力

負けでした。勝ち越した種目はこちらの方が多かったで

すが、スコンク負けを喫した種目が 4 種目あったことが

致命的でした。全体のパフォーマンスの差というよりは、

種目による偏りの大きさがそのまま結果に現れてしまっ

たと考えています。この課題に向き合うことができれば

各種対校戦での勝利は近づくと思います。個々人が何を

優先するかが関わってくるので難しい問題ですが、事実

として受け止め、どうしていくかを後輩たちには考えて

もらいたいです。 

 目標としていた七大戦、京大戦でチームを勝利に導く

ことができなかったのは主将である私の力不足に尽きま

す。しかし、チームが前進していく様子を 1 番近くで感

じることができたのは本当に幸せなことでした。新体制
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になっても変わらぬご支援ご声援のほど、よろしくお願

い致します。 

 

女子主将・高石涼香 

 日頃より OB・OG の皆様には多大なご支援誠に感謝し

ております。 

 かねてより女子パートは京大戦での優勝を掲げて一同

練習に励んでおりました。得点見込みではトラックでは

東京大学に、フィールドでは京都大学にやや分があり、

総合では接戦が予想されました。専門の選手がいない

400m や砲丸投で得点を守れるかが鍵になると考え、そ

の上でエントリーを組み今回の試合に臨みました。 

 結果としては 2 点差で京都大学に勝利をおさめること

ができ、1 つでも狂っていたら得られなかったであろう

総合優勝の歓びをチームとして共有できたことを嬉しく

思います。この試合において特筆すべきは内山(3 年)の

400m での 57”96 での大会新での優勝そして東大記録、

長い不調を抜け出して荒木(4 年)が最後の対校レース

800m で京大 2 番手を破ったこと、3000m で高石(4 年)・

藤原(4 年)が京大に大差をつけてのスコンクをなし得た

ことでしょう。来年以降、1 年生 3 人には専門種目で対

校戦に勝つことを目標の 1 つにしてほしいですし、その

価値を少しでも感じてもらうことができていたらと思い

ます。 

 京大戦にて幹部は代替わりとなりますが、引き続きご

指導・ご声援のほどよろしくお願い致します。内山新女

子主将が率います新たな女子パートの活躍にご期待くだ

さい。 

 

1.3 次期主将・女子主将より 

次期主将・三宅功朔 

 今年から代替わりが京大戦に戻り、4 年生は夏季休業

の間も気持ちを切らさず継続的に練習に取り組んでくだ

さったので、七大戦の戦力のまま臨むことができました。 

 しかし結果は 24 点差の敗北、昨年の大敗からは進歩

しましたが、少なくない点差がついてしまいました。京

大が圧倒的に強かったロングスプリントや東大に選手が

いない一部投擲種目で仕方のない展開はありましたが、

全体として力が足りなかったと感じます。跳躍などはも

う少し得点できたはずです。 

 実力養成は当然のこと、来年は実力を発揮するという

部分に力点をおいて対校戦に臨みたいと思っています。6

大戦、国公立戦、四大戦で主力メンバーをしっかりと起

用して対校戦慣れさせ、七大戦と京大戦で競り負けるこ

とのないようにします。 

 今回の京大戦は負けてしまいましたが中盤までは点数

が拮抗しており、皆が勝利を意識できた試合でもありま

した。このまま流れに乗って冬季練習を積み、来年につ

なげます。 

 これからもご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいた

します。 

 

次期女子主将・内山咲良 

 こんにちは、これから 1 年間女子主将を務めさせてい

ただきます、跳躍 3年の内山咲良と申します。 

 去る 9 月 24日に、京大戦が行われました。多くの先輩

方に直接京都までお越しいただいたこと、大変嬉しく思

っております。たくさんの応援を頂いて、女子パートと

してなんとか京都大学に勝利を収めることができました。 

 当初から京大戦は接戦になることが予想されておりま

した。東大に専門としている選手がいない砲丸投での苦

戦が予想されたので、それ以外の種目で確実に取れる 1

位を守った上で、2 番手が順位を上げ、着実に点差をつ

けることが勝負の鍵でした。結果として、400m、800m、

3000m で勝ち越す事ができました。今まで女子パートを

支えてくださった 4 年の先輩方の力走が印象的な試合と

なりました。また、1 年生も着実に点を取ってくれまし

た。どの選手が欠けてもこの勝利は実現できなかった 

と思います。重ねまして、ご声援いただきありがとうご

ざいました。 

 4 年の先輩方の引退で女子パートの選手はほぼ半減し

てしまいますが、少人数でも、1 人ひとりが自分の目標

を大事にしながら強くなっていけるよう、女子主将とし

てサポートしていきたいと思います。至らぬ点も多いか

と思いますが、これからよろしくお願い致します。 

 

 

2. 京大戦 試合経過 

◎トラック種目 
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10:00 男子 400mH 決勝 

 3 レーンに増田(1 年)、5 レーンに松田(3 年)、7 レーン

に本田(2 年)の出場。増田は怪我の柏木に代わっての出場

となった。トラックでの最初の種目であり、今年の京大

戦の流れを決めるといっても過言ではないレースであっ

たが、下馬評では京都大がトップ 3 を占めており、苦し

い戦いが予想された。 

 スタートは松田が抜け出した。自分史上最高のレース

をすると言っていたことからも覚悟が感じられるように、

思い切った素晴らしいスタートだった。増田もなかなか

のスタートを見せる。本田は少々出遅れ、後半での巻き

返しを狙う。松田はグングン後続を引き離していったが、

最終カーブを抜けたあたりで失速、55”53 で 2 位でのゴ

ールとなった。増田は久しぶりの 400mH のレースとは

思えない中盤での安定した走りを見せ、最後の直線で先

行する選手をどんどん抜かし 55”64 で 3 位でのゴール。

本田は前半の遅れをものともせず、持ち味の後半の伸び

を出して 55”69 の 4 位でゴール。下馬評を見る限りでは

スコンク負けも覚悟していたものの 12 点獲得。大幅勝

ち越し、と思われたが、松田がハードルを越えていない

とみなされ失格となってしまった。これにより増田が 2

位、本田が 3 位で 9 点獲得となり、1 点負け越しとなっ

た。悔しい結果となったが、3 選手とも下馬評を上回る

会心の走りを見せた。タイムを見ると、増田は高校時代

のベストを更新、本田も PB に迫るものだった。これか

らの 3 選手の活躍に期待したい。 

 

10:15 男子 100m 決勝 

 2 レーンに村井(3 年)、4 レーンに井上(2 年)、6 レーン

に高村(1 年)が出場した。10 秒台の自己ベストを持つ、

村井と井上が力を出し切れるかどうか、また高村は初の

対校ということで緊張せずに本来の力が発揮出来るかが、

勝敗を決める鍵となる。天気も風も良く、好記録が狙え

るコンディションだった。 

 レースは村井が良いスタートを切り前半からリードし、

井上と高村は京大の選手と競り合う展開となり、50m あ

たりでは村井以外はほぼ横一線となり、後半にもつれ込

んだ。横一線の中からまず先に飛び出したのは京大の選

手で、村井が追い越されないように必死にスピードを維

持し、それを追いかけるように井上も前に出た。選手た

ちがゴールした瞬間、一目ではどちらの大学が勝ったの

かわからないほどの接戦であった。 

 結果は、村井が自己ベストとなる 10”82 で 2 位、井上

は 10”85で 3位、高村は大幅に自己ベストを更新し 11”00

の 5 位で東大は 11 点を獲得し、100m では京大に 1 点勝

ち越した。風は+1.4m だった。村井は自己ベスト更新で

下馬評を覆し、井上もしっかりと自分の役目を果たし、

高村は 1 年で初対校ながらも堂々と走り切り、良いレー

スとなった。 

 

10:25 女子 100m 決勝 

 4 レーンに谷口(1 年)、6 レーンに内山(3 年)の出場。内

山の 1 位が確実視され、京大の 2 選手との実力が拮抗し

ている谷口がどれだけ良い順位でゴールできるかが注目

される。 

 号砲が鳴る。東大の 2 選手はともに抜群のスタートを

切る。内山はその実力を遺憾なく発揮し、他の選手の追

随を許さない走りを見せる。谷口もスムーズな加速をし、

内山に続き 2 番手で 50m を通過する。一方、京大の選手

はジリジリと谷口との差を詰めていき、70m 地点以降熾

烈な 2 位争いとなる。内山は最後までスピードを緩める

ことなく、そのまま 1 位でフィニッシュ。谷口は粘り強

い走りを見せたものの、京大勢にかわされ 4 位でゴール

する。結果は、内山が 12”70 の 1 位、谷口が 13”17 の 4

位となった。このときの風は追い風 0.5m であった。 

 この競技における対校得点は、東大京大ともに 5 点と

なり、目標の勝ち越しは叶わなかった。しかし、内山の

タイムは大会新記録、谷口のタイムは大学ベストであり、

両選手とも素晴らしい走りをした。来シーズンでも主力

として活躍が期待される。 

 

10:40 男子 1500m 決勝 

 近藤(4 年)、長谷川(4 年)、道岡(1 年)の出場。近藤は京

大の 1.2 番手、長谷川と道岡は京大の 3 番手と実力が拮

抗しており、その選手らに勝つことが期待された。 

 スタートから飛び出したのは近藤。それについていく

のは京大の 1.2 番手。長谷川と道岡は京大の 3 番手と第

2 集団を形成し、スローな展開に。先頭集団は 62”、第 2

集団は 73”ほどで 400m を通過する。その後も近藤は先

頭を引っ張り、2’06”、3’11”で 2 周目、3 周目を通過する。
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第 2 集団は非常にゆっくりとしたペースになり、2 周目

を 2’31”で通過したが、後ろで力を貯めていた京大の選手

が 1000m 過ぎからロングスパートをしかける。長谷川

は少し対応が遅れるが 2 人とも食らいついていき、3 周

目の通過は 3’40”。先頭集団は残り 550m ほどのところか

ら 2 人となり、近藤と京大 1 番手の木村の勝負となる。

残り 200m を切り、木村が前に出る。食らいつく近藤。

しかし 800m 選手とのスピードの差は否めず差は広がっ

ていき、近藤は 3’56”78 の 2 位であった。  第 2 集団は、

ラストの直線で道岡が京大の選手をかわし前に出て

4’22”22 の 4 位、長谷川も京大の選手との差を縮め転が

り込むようにゴールしたものの、わずかに及ばず 5 位と

0.07 秒差の 4’22”75 で 6 位だった。 

 この種目で東大は 9 点を獲得した。来年も京大の 1.2

番手の選手は残ることから、さらなる強化が求められる。 

 

12:10 男子 400m 決勝 

 本種目には、伊藤(3 年)、岩崎(2 年)、加藤(4 年)の 3

人が出場した。なお、加藤は、本来出場予定であった

が怪我により離脱した近藤(2 年)との正補交代で入っ

た選手である。京大の対校選手は 3 人とも 50 秒を切

る資格記録を持っていたが、東大の資格記録のトップ

は伊藤の 50”64 であり、厳しい状況にあった。 

 レースは 1 回でスタートした。100m を通過しバッ

クストレートに入るまでは、ほぼ全員が並んでいた。

だが、バックストレートに入り、5 レーンの、トップ

の資格記録(47”95)を持つ京大の選手が 6 レーンを走

る岩崎の前に出る。200m を通過した時点で東大のト

ップを走るのは 4 レーンの伊藤であったが、それでも

京大の 3 番目となっていた選手と並ぶ形であった。4

レーンの選手もペースを上げ、伊藤を抜かすかと思わ

れたが、ここで伊藤もペースを上げ現在の順位を死守

しようとする。伊藤の踏ん張りの甲斐あって、300m

を通過した時点で 1,2 位は京大の選手、3 位は伊藤、4

位は京大の選手、5,6 位は岩崎、加藤(2 レーン)となっ

ていた。このままこの順位でフィニッシュかと思われ

たが、ここで伊藤のペースががくんと下がってしまう。

4 位だった選手は伊藤を抜かしどんどんと差を広げて

しまう。結局、1,2,3 位は全員が京大の選手、4 位はフ

ィニッシュ手前でスパートをかけて伊藤を抜かした

岩崎、5 位は伊藤、6 位は加藤でフィニッシュした。 

 正式タイムは、岩崎が 50”65 で、伊藤が 50”98、加

藤が 52”32 であった。今回のレースは京大に 1,2,3 位

の独占を許し、得点においては 9 点もの差をつけられ

る結果となった。このレースが総合得点で京大に負け

ることになった一因であることは言うまでもない。や

はり、東大に 49秒台の選手が 1人もいなかった以上、

下馬評を覆すことができなかったことも当然と言え

る。以前から言われてはいることだが、短長の選手全

体のレベルアップにより、49 秒台以上のタイムを有す

る選手のみで対校選手を選出できるようでないと、来

年も同じ結果を突きつけられることになるだろう。 

 

12:20 女子 800m 決勝 

 高石(4 年)、荒木(4 年)の出場。持ちタイムではそれぞ

れ 1、3 番手であった。優勝が有力視されていた高石の

活躍はもちろん、調子の上がっていた荒木の高順位が京

大戦の勝利に肝要であり、応援にも力が入る。 

スタートと同時に高石が大きく飛び出し、独走状態と

なる一方、荒木は着実に 3 番手につけた。400m の通過

は高石が 65 秒、荒木が 73 秒。2 周目に入り、荒木がじ

わじわと京大の選手を引き離して単独 3 番手に上がる。

高石は後続を大きく引き離し、2’15”65 の 1 位でゴール。

荒木は最後の直線で 2 位の京大の選手との差を詰め追う

が、届かず 3 位。記録は 2’29”99 で、東大は 6 点の対校

得点を獲得した。 

 高石は自身の持つ大会記録を更新する圧巻の走りを見

せた。長く対校戦で調子が上がらず苦しんでいた荒木も、

最後の対校戦で実力を発揮し、期待に応える走りで東大

の勝利に向け大きく弾みをつけた。最後の対校戦を迎え

た 4 年生 2 人が、ともに有終の美を飾る見事なレースで

あった。 

 

12:35 男子 4×100mR 決勝 

 東京大学の出場選手は 1 走から順に聲高(2 年)-小嶋

(4 年)-井上(2 年)-村井(3 年)の 4 人、走るレーンは 4 レ

ーンで 5 レーンを走る京都大学を追うこととなる。気

温は適温、日差しも風も強くないという好条件の下で

のレース。  

 号砲と共に飛び出した聲高は落ち着いて加速し、体
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が起き上がった中盤から京都大学の選手に徐々に詰

め寄る。そして本人たちが心配していたバトンパスを

綺麗に決め、小嶋が走り出す。小嶋は京都大学の選手

を追い越し、さらにその差を広げていく。3 走の井上

へのバトンパスは少し遠いように見えたが手を目一

杯伸ばして繋ぐ。井上は自分の実力を出しきり、聲高、

小嶋のつくった差を確固たるものにする。村井とのバ

トンパスで今度は若干詰まったが、村井は 100m で優

勝できなかった悔しさをぶつけるような走りをし、東

京大学が優勝、6 点獲得した。記録は 40”88 であった。 

 今大会はコンディションもよく、いい形で勝つこと

ができ、チームを盛り上げた。今後は東大記録の更新

を期待したい。 

 

12:50 男子 5000mW 決勝 

 5000mW は堀江(4 年)、後藤(3 年)、保田(1 年)の出場。

お互いの 1 番手同士、2 番手同士、3 番手同士の実力が

それぞれ拮抗し、接戦が予想された。 

スタート直後から、京大戦前の予想通りタイムの近い

1 番手同士、2 番手同士、3 番手同士が 2 人ずつ、3 つの

集団に分かれてそれぞれ勝負、という展開になる。後藤

はスタートから積極的に前に出て、1000m を 3’57 で通

過。その後ラップは 4’13、4’18 と徐々に落ち着くも 3000

ｍまで先頭で引っ張り続ける。堀江は京大 2 番手と、保

田は京大 3 番手とそれぞれ集団でレースを進め、3000m

までのラップは堀江が 4’10、4’24、4’30、保田が 4’21、4’37、

4’42。3000m を過ぎてからレースが動き始め、まず後藤

の後ろについていた京大 1 番手が一気に前に出て、

4000m の通過でその差は 5 秒ほどになる。この間の後藤

のラップは 4’16。しかしここから後藤はペースを上げて、

4400m 付近で再び先頭に。そのまま 2 位との差を広げ、

20’53”65 の 1 位でフィニッシュし、6 点獲得した。最後

のラップは 4’06 であった。2 番手集団では 3500m 付近

で堀江が京大 2 番手から遅れ始める。4’38、4’55 とラッ

プを落としてしまい、3 番手集団との差も次第に詰まる

が 4 位を守り 22’37”21 でフィニッシュし、3 点獲得。3

番手集団は保田が 4200m 付近で京大 3 番手との差を広

げ始め、最後の直線での猛追もかわして 22’46”10 の自己

ベストで 5位、2点獲得。ラスト 2000ｍのラップは 4’40、

4’24 であった。 

この種目で東大は 1 点勝ち越し。記録としても、今後

につながるレースとなった。 

 

13:30 女子 400m 決勝 

 4 レーンに内山(3 年)、6 レーンに高石(4 年)の出場。持

ちタイムランキングでは高石が 1 位。内山は資格記録な

しではあるが好記録が期待される。両選手共に複数種目

出場の中でいかに勝ちきれるかが重要であった。 

 号砲と同時にスタート。両選手ともにまずまずのスタ

ートを切り加速して行く。しかし、バックストレートに

入ると周りの加速についていけず高石が徐々に引き離さ

れる。一方で内山は 130m 付近から驚異の加速を見せ

200m 通過時点で先頭に。第 2 コーナーでも内山の勢い

は止まらず一気に他選手を引き離していく。ここで高石

も自慢の体力を活かした粘りを見せ 7 レーンの京大後藤

をかわして 3 番手に。ホームストレートに入ると両選手

ともに力強いラストスパートを見せ、内山はさらに後方

を引き離し、高石も前方の京大小野に迫る。しかしかわ

すことは出来ずフィニッシュ。内山は 57”96 の 1 位、高

石は 59”82 の 3 位であった。 

 結果、東大 6 点、京大 4 点となり見事 2 点勝ち越しと

なった。さらに内山のこの記録は大会新記録であり、次

の女子主将として非常に頼もしい結果を残してくれた。 

 

13:40 男子 800m 決勝 

 3 レーンに若杉(3 年)、5 レーンに坂口(4 年)、7 レーン

に小野(3 年)の出場。京大の 1 番手が持ちタイムでは抜け

ていたが、持ちタイムが 1’55”台の坂口、小野を中心に混

戦が予想され、また、若杉も補欠からの出場ではあった

が 5 位は期待される状態であった。 

 出走時の天候は曇り、ほぼ無風の好コンディションだ

った。スタート後、ブレイクすると京大の 2 人が抜け出

し、その後ろに小野、坂口が続いた。集団のままでの

400m の通過は 58”。その後、小野を含む 3 人が飛び出

し、小野は必死に食らいついたものの、京大 2 人のラス

トスパートについていけず、1’57”67 の 3 位。坂口は前 3

人のペースアップにつけず、徐々に離れていく。後ろ 3

人で 4 位争いとなり、500m 過ぎに若杉が京大選手を抜

かし、坂口との差を詰めてラスト 100m へ。京大選手が

猛追するも坂口は意地を見せて、1’59”51 の 4 位。若杉
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は惜しくも躱し切れず、2’00”40 の 6 位であった。 

 結果は下馬評通りとなったが、最初に抜け出した 2 人

にあっさり逃げ切られてしまったこと、5 位争いに勝ち

切れなかったことは、専ら京大に実力で及ばなかったこ

とに尽きると思われる。今後、4 年の坂口は引退するこ

ととなるが、3 年の小野を筆頭に実力、経験値共に上げ

ていくことが求められる。 

 

14:05 男子 200m 決勝 

 2 レーンに井上(2 年)、4 レーンに聲高(2 年)、6 レー

ンに小嶋(4 年)の出場。レース前の予想では 1.3.4 位の

5 点勝ちとなっている。東大得意のこの競技できちん

と想定の順位の確保、あるいはそれ以上の結果を期待

したい。 

 レースが始まると、勢いよく飛び出した東大の 3 人

がそれぞれの外側の京大勢に先行し、ホームストレー

トに聲高 1 位、井上 2 位、小嶋 5 位の状態で入ってき

た。その後聲高はさらに差を広げ 21”58 の 1 位でゴー

ル。井上は差を詰められ、最後 400m47 秒台の 3 レー

ンの選手に交わされて 21”97 の 3 位でゴール。小嶋は

3.4 位の選手との差を詰められず 22”23 の 5 位でゴー

ル。風は+1.0 であった。 

 結果、東大は 1.3.5 位で 12 点を獲得、3 点を勝ち越

した。レース前の予想を 1 つ覆された形となったがし

っかり勝ち越しに成功した。出場選手の中で 4 年生は

1 人ずつなので現在 4 番手以降の選手の伸びが期待さ

れる。 

 

14:45 男子 110mH 決勝 

 3 レーンに本田(2 年)、5 レーンに馬上(1 年)、7 レーン

に松田(3 年)の出場。資格記録では馬上が頭 2 つほど飛び

抜けているが、SB では京大 3 人がかなり強く、苦戦を

強いられることが予想された。今シーズン 110mH では

PB を伸ばしてきた本田がしっかりと記録を伸ばせるか、

本来ならば圧倒的な力を誇る馬上が少しでも全盛期の走

りを見せつけられるかに焦点の当たる試合になると予想

された。天候は曇り、風は 1 日中追っており、追い風で

は無類の強さを誇るという馬上はもちろん、全体的に細

身な東大には有利なコンディションであるように思われ

た。 

 試合は京大の 1 番手 2 番手が飛び出す形でスタート。

松田馬上はなんとか 3 番手についていくも中盤で少しず

つ差が開いていく。後半に強い本田は、中盤から伸びて

いき 3 番手に追いつく 1 歩手前までくるが、抜くことは

叶わず 4 位でゴール。結果東大はスコンク負けしてしま

った。本田は 4 位で 15”50、馬上は 5 位で 15”73、松田

は 6 位で 15”89 で 6 点獲得となった。 

 予想されていた結果とはいえ、東大としてはかなり悔

しい結果となってしまった。しかし、東大は下級生を中

心とするチームであり、来年以降リベンジしてくれるこ

とを期待しよう。 

 

15:05 女子 3000m 決勝 

高石(4 年)、藤原(4 年)の出場。資格記録では高石が 1

番手、藤原が 2 番手であり、京大の 1 番手との差も大き

いことからスコンク勝ちが期待された。また、高石の資

格記録は大会記録を上回っており、大会記録の更新にも

期待が集まった。 

高石はスタートから飛び出すとそのまま先頭を走り続

け、1000m の通過は 3’26”、2000 の通過は 6’56”。最終

的に大会記録には 10 秒ほど届かなかったが、圧倒的な

走りを見せつけ 10’29”34 の 1 位でフィニッシュした。一

方、藤原はスタート後に高石の後ろにつけて後続を引き

離し 1000m を 3’26”で通過した。その後、後ろとの差を

更に広げて、2000m の通過が 6’59”。その後は高石から

は離れペースを落としてしまったものの、後続を大きく

離して 11’04”61 の 2 位でフィニッシュした。 

結果として東大は 7 点を獲得。この時点で女子の総合

優勝が決定した。両選手とも 2000m 以降はほぼ単独走

であった事もありタイムは振るわなかったが、見事なス

コンク勝ちと女子の総合優勝は東大のスタンドは大きく

沸かせ、続く競技に臨む選手に勢いを与えたであろう。 

 

15:20 男子 5000m 決勝 

 近藤(4 年)、阿部(3 年)、栗山(3 年)の出場。少々湿気が

あるものの涼しく、走りやすい環境でのレースとなった。

3 年生の 2 人が、シーズンベストで拮抗する京大の 1 番

手に競り勝って、スコンク勝ちを達成することが期待さ

れた。 

 レース開始直後から近藤が飛び出し、完全に独走態勢
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に入った。残りの 5 人の集団を栗山が先頭で引っ張り、

阿部はその集団の 3 番手につく。近藤は入りの 1000m を

2’55”、2000m を 2’55”、3000m を 3’03”で通過して淡々

と走り続ける。2 位集団は 3’10”、3’06”、3’14”とペース

を刻み、同じ位置取りのままレースが進んでいった。ホ

ームストレートに差し掛かる 3700m 地点あたりで京大

の選手が揃って飛び出し、勝負が動く。京大の 2 人を阿

部が後ろから追う展開になり、栗山は最後尾に下がった。

4000m は近藤が 3’06”、阿部が 3’05”、栗山が 3’12”のラ

ップで通過。阿部は 4150m あたりで 1 人、ラストの直

線に入るところでもう 1 人を捉え、15’28”06(ラップ

2’53”)の 2 位で 5 点獲得した。近藤は直前までのけがの

影響が心配されたが、大崩れすることなく、大差をつけ

て 15’03”32(ラップ 3’04”)の 1 位でゴールし、6 点獲得。

栗山はペースを上げられず、15’56”28(ラップ 3’13”)の 6

位、1 点獲得に終わった。 

近藤と阿部が勝ちきったが、練習で好調を維持してきた

栗山がまさかの 6 位で、大量得点とはならなかった。そ

れぞれが今回の経験を生かし、3 週間後に控える箱根予

選会では全員が最高のパフォーマンスを発揮してほしい。 

 

15:50 女子 4×100mR 決勝 

  昼間一時降っていた雨は上がり曇り空で走りやすい

気候の中、対校女子 4×100m リレーは行われた。オーダ

ーは荒木(4 年)-谷口(1 年)-内山(3 年)-高石(4 年)。東大は

3 レーン、京大が 4 レーンを走る。 

開始予定時刻ちょうど、スターターの合図で会場全体

を静寂が包んだ。そして号砲で一気にスタート。1 走の

荒木はスタートがやや遅れ、その後の走りでも前を走る

京大の選手にやや差をつけられてしまった。そしてカー

ブを曲がりバトンパス。しかしバトンは綺麗に渡らずこ

こでも少し遅れてしまう。バトンを受け取った 2 走の谷

口は前を追ってぐんぐん加速してゆく。かなり差を詰め

たかというところで内山にバトンが渡った。この日 2 つ

の大会新記録を更新している内山はここでも素晴らしい

走りを見せ京大を猛追。ついに追いついたかと思えばあ

っという間に抜き去り、どんどん後ろを離してバトンを

アンカーの高石に繋ぐ。が、ここでもバトンはうまく渡

らない。そこでやや差を詰めた京大の選手が追い上げを

見せ残り 50m というところで高石を抜きそのままゴー

ル。結果は 51”27 で 2 位。2 点獲得となった。 

 短距離を専門種目とする選手がいない、しかも 800m

や 3000m を走った選手がリレーも走らざるを得ない状

態にある東大としてはやや苦しいレースとなった。総合

優勝はしたもののリレーで負けてしまった雪辱を果たす

ためには短距離選手の加入、およびバトンパスの練習時

間をさらに設けることが重要になってくる。4 年生が抜

けることに一抹の不安を禁じ得ないが、来年のレースに

も期待したいところである。 

 

16:00 男子 4×400mR 決勝 

 小嶋(4 年)-岩崎(2 年)-坂口(4 年)-松田(3 年)の走順で 5

レーンに出場。内側の 4 レーンを走る京大は今季、全日

本インカレに 4×400mR に出場しており、3 分 10 秒台

もマークしている強豪。相手はフルメンバーではないと

はいえ、今季 3 分 20 秒を 1 度しか切っていない東大の

勝利はかなり難しいものと予想された。 

 総合得点で京大に敗北したことは確定したとはいえ、

最終種目ということでスタート前の応援も皆、力が入る。

やや薄暗くも雨は降っていない。静寂の中、号砲が鳴り

スタートを切る。1 走の小嶋は今季 200m で磨いてきた

スタートを活かし、前半から快調に飛ばし、相手との距

離を徐々に広げて行く。しかし、相手は 400m で優勝し

ている猛者。残り 200m で一気に抜かれて逆に差をつけ

られてしまう。1.5 秒ほど遅れて 2 走へと繋ぐ。2 走岩崎

は 400m で東大内 1 番だったため今回起用された。相手

は 400m で 3 位に入った選手。岩崎はバトンを受け取る

と終始安定した走りで前の選手について行く。最後まで

差はほとんど変わらないままゴールまで行き、やや離さ

れる形で 2 秒ほどの差で 3 走にバトンを繋ぐ。3 走坂口

はバックストレート中盤から前の選手との差を徐々に詰

めて行く。800m の持久力を魅せ、ペースを落とすこと

なく最後の直線までぐんぐん差を縮め、最後には手が届

く距離まで追いつく。そして 4 走松田へと上手く繋ぐ。

相手がバトンパスに手こずっている間に松田は前に出る。

応援は今日 1 番の盛り上がりを見せ、皆全力で声を出す。

松田は力のこもった走りで前半から飛ばしていく。しか

し、相手は後ろにぴったりとくっつきなかなか差は広が

らない。350m 付近までは松田が先行するも、相手は
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400m で 2 位の選手。最後の直線で一気にかわされ、

3’19”43 の 2 位でゴール、2 点獲得となった。 

 スタート前には絶望的と思われていた勝利があと少し

で届きそうなところまで達することが出来た。タイムも

今季 2 番の好記録。ただ、京大との差は簡単には縮まら

ないのも事実。今回ラップで 50 秒を切った、小嶋、坂

口は今年で引退。来年勝利するには補欠を含めたメンバ

ーがしっかりと成長することが不可欠。来シーズンの飛

躍に期待したい。 

 

◎フィールド種目 

10:00 男子ハンマー投 決勝 

 対校ハンマー投には東京大学は三浦(1 年)、中村(2 年)、

佐竹(4 年)の 3 名が出場。京都大学の三谷と大橋は 45m

を超える自己記録を持っており、苦戦が予想される。唯

一ハンマー投の出場経験がある佐竹が、京大 3 番手の記

録にどれだけ近づけるかが勝負のポイントになりそうだ。 

 三浦は初出場ながら 1 投目に 16m95 を投げた。2 投目

以降 16m 前後の記録が続き、6 投目の 17m48 が最終記

録となり 6位だった。中村の 1投目 16m18、2投目 19m29

と徐々に記録を伸ばし、3投目には19m62をマークした。

この勢いで 20m を超えたかったが、その後はファールが

続き 5 位で競技を終えた。3 位入賞が期待される佐竹は

ターンの失敗が続き、前半の 3 投すべてファールという

苦しい立ち上がりとなった。このまま終了してしまうか

と思われた 4 投目、ここで感覚を取り戻し自己ベストの

28m52 をマークし、京都大藤田の 31m14 にあと 1 歩に

迫った。5 投目 28m28 で迎えた最終 6 投目、さらに記録

を伸ばして 30m ラインを超えたようにも見えたが、惜し

くも 28m78(4 位)であった。 

 出場した 3 人のうち 2 人がハンマー投の経験がなく、

選手が豊富な京都大学の一方的な展開となった。来年 5

年生になる佐竹は出場機会が少なくなるため、3 年生以

下の奮闘が期待される。 

 

10:10 男子走高跳 決勝 

東大からは木下(4 年)、赤塚(3 年)、永本(1 年)が出場。

コンディションは風は激しくなく、気温も程よく、かな

り良いといえる。下馬評では、東大は木下、赤塚ともに

1m98 の 2 位、永本は 1m75 の 5 位であった。上 2 人は

下馬評 1 位(2m05)の選手、永本は下馬評 4 位(1m80)の選

手にどこまで食らいつけるかが焦点となった。 

序盤、下馬評 6 位の選手が 1m70 を失敗し、永本は成

功したので 5 位を確実に守った。しかし、永本は 1m80

に 3 回失敗し、下馬評 4 位の選手が成功したために、5

位でとどまった。また、木下、赤塚も 1m90 は難なく成

功したものの、1m95 で 2 人とも 3 回失敗。一方下馬評

1 位の選手は 1m95 まで成功。結果、木下と赤塚はとも

に 2 位となった。全体で見れば、木下 5 点、赤塚 5 点、

永本が 5 位の 2 点で合計 12 点。「下馬評通り」といった

模様であった。 

講評としては、永本は 4 位と 10cm 差と、やや厳しい

結果とはなった。しかし、状態が悪そうであったのにも

かかわらず下馬評を守りきったことは東大としてはかな

り評価できる。とはいっても、国公立戦から記録が伸び

てないために何か大きな原因があるのではと心配になる

試合となった。他方、木下、赤塚も同様で下馬評を守っ

たことは良かった。しかし、結果としてみれば 1 位との

差が 5cm の僅差であったので惜しい試合となってしま

った。 

 

11:15 男子走幅跳 決勝 

木下(4 年)、村井(3 年)、栗原(2 年)の出場。概ね天気は

良好で、風も強くなく競技しやすい中での試合であった。

試技順は村井が 2 番目、木下が 4 番目、栗原が 6 番目で

ある。出場者は 6 人なので全員が 6 回試技を行う。 

1 回目、村井は踏切板の少し手前から踏み切り、6m44

を跳んだが、続く木下はファール、栗原はタイミングが

ぴったりであったものの、空中姿勢には入れず、4m68

であった。2 回目、村井はかなり手前から踏み切り、6m47、

木下、栗原はファールであった。3 回目、村井はぴった

り足が合い、6m72 に記録を伸ばした。木下も 7m19 を

跳び、PB を見事更新した。栗原はわずかに足が出てフ

ァールとなってしまった。ここまでの順位は、木下 1 位、

村井 2 位、栗原 6 位である。4 回目の試技に入る。村井

は 6m68 を跳んだが、木下は惜しくもファールであった。

一方栗原はファールではなかったが、上手くタイミング

が合わず、3m34 であった。5 回目、村井はバランスを

崩して 5m31、木下はぴったり足が合い、7m12 を跳べ

た。栗原は惜しくもファールとなってしまった。そして
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6 回目、村井は大きな跳躍をして、記録を 6m73 に伸ば

すことができた。続く木下はバランスを崩して 6m46、

栗原は残念ながらファールとなってしまった。結果とし

て、1 位木下、3 位村井、6 位栗原で 11 点獲得した。 

今回木下は PB を更新でき、村井も安定した跳躍がで

きていた。体調が悪い中での競技となった栗原もファー

ルではあったが、大きな跳躍をすることができていた。

今後も活躍を期待したい。 

 

11:15 女子走幅跳 決勝 

内山(3 年)、谷口(1 年)の出場。天候は概ね良く、風も

ほぼない、コンディションの良い中での試合となった。

試技順は谷口が 2 番目、内山が 4 番目であり、谷口は走

幅跳初出場である。出場選手は 4 人であるため、全員が

6 回試技を行う。 

1 回目、谷口は上手くタイミングが合わず惜しくもフ

ァールとなってしまったが、内山は 5m25 を跳んだ。2

回目も谷口は足がわずかに踏切板を出てしまいファール

となってしまったが、内山は 5m34 に記録を伸ばした。

3 回目、谷口は惜しくもファールとなってしまい、内山

は少し手前から踏み切り、5m31 の記録を残した。3 回

目終了時点では、内山 1 位、谷口 4 位となっている。4

回目、谷口は足から着地しているものの 3m89 を跳び、

内山は 5m40 に記録を伸ばした。5 回目、谷口は記録を

伸ばし、4m19 となった。一方の内山はパスをしている。

6回目、谷口は見事 4m41を跳んで大幅に記録を伸ばし、

内山も 5m54 の記録を残すことができた。しかし、内山

の 6 回目は追い風参考記録となってしまい、自身の持つ

大会記録を更新することは残念ながらできなかった。 

結果として、内山 1 位、谷口 4 位で合計 5 点を獲得し

た。谷口は初出場ながら記録を残すことができ、内山も

追い風参考記録ではあるが、PB に近い記録を出せてい

るのは大きな収穫である。今後の成長・活躍を期待した

い。 

 

11:40 男子円盤投 決勝 

 男子円盤投決勝には八木澤(4 年)、田口(4 年)、佐竹(4

年)の出場。11 時 30 分からの競技開始であったが、天候

は曇りで時折小雨が降る中、競技が行われた。 

 八木澤、田口、佐竹の 1 投目は、それぞれファール、

29m12、33m19 であった。佐竹は 1 投目で自己ベスト近

くの投擲を見せ、調子のよさがうかがえた。続く 2 投目

はそれぞれ 29m12、ファール、ファールであった。八木

澤は記録を残したが 3 人とも濡れたサークルに足を滑ら

せており、苦戦している様子であった。3 投目はそれぞ

れ 28m23、29m40、32m91 と田口が少しだけ記録を伸

ばした。3 投終了時点で八木澤が 5 位、田口が 4 位、佐

竹が 2 位で、八木澤、田口が残り 3 投でどちらも 3 投終

了時点の記録の差が 1m 以内である京大の 2 番手を抜け

るかが注目された。八木澤、田口、佐竹の 4 投目は、そ

れぞれ 31m45、ファール、33m87 であった。続く 5 投

目はそれぞれファール、30m12、ファール、6 投目はそ

れぞれファール、ファール、33m82 であった。 

 結果としては、八木澤が 31m45 で 3 位、田口が 30m12

で 4 位、佐竹が 33m87 で 2 位と、後半 3 投で京大の 2

番手を八木澤、田口ともに抜き、京大に 3 点勝ち越すこ

とが出来た。3 人とも濡れたサークルに苦戦しており、

ファールも多かったが、悪いコンディションの中でも順

位を守りにいく試合運びがうまくでき、4 年としての意

地を見せて勝ち切った試合であった。 

 

12:15 男子棒高跳 決勝 

男子対校棒高跳に東大からは戸部(4 年)、三宅(3 年)、

片渕(3 年)が出場する。戸部の資格記録の周辺に京大の選

手が多く、接戦が予想される。 

競技は片渕の 2m40cm の跳躍から始まり、2m40cm、

2m60cm を片渕は失敗することなくクリアした。続く

2m80cm の跳躍は、先の 2m60cm の跳躍よりも余裕でク

リアし、実力を見せた。3m00cm では惜しくも 3 回で跳

びきることができず、片渕の試技を終了した。 

戸部は 3m20cm から試技を始め、この高さはなんなくク

リアした。3m40cm の跳躍は降りるときに危なかったが

避けてクリアした。3m60cm では先の危なげを感じさせ

ない余裕のクリアを見せる。続く 3m80cm は戸部にとっ

て PB となるが、これも 1 度でクリアし、京大の選手に

圧力をかける。4m00cm では 3 度失敗し、終了となる。 

三宅はここから練習跳躍を開始する。5m00cm にかけた

ゴムバーにもわずかにしか触れず、調子の良さをアピー

ルした。4m70cm は一切危なげのない跳躍でクリアし、

優勝を決めた。続く 4m90cmも余裕のクリアで、5m05cm
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ではスレスレだが避けて技術の高さを見せた。5m15cm

では高さは出ていたが 3 本のうちで跳び切ることができ

なかった。 

結果は三宅の 1 位、戸部の 3 位、片渕の 6 位で 1 点勝

ち越しとなった。資格記録からの予想を上回る結果とな

り、選手たちの活躍が目立った。 

 

13:40 男子砲丸投 決勝 

 対校男子砲丸投には、八木澤(4 年) 佐竹(4 年)中村(2

年)が出場した。試技順が東大は、男子が中村、佐竹、八

木澤の順番であった。 

 1 投目、中村は最近の右に逸れてしまう悪い癖が残っ

てしまい、ファールとなってしまう。同じく佐竹も 1 投

目はファールになってしまう。八木澤は順調に記録を残

し 10ｍ74 でトップに立つ。2 投目で、中村は記録をしっ

かり残し 10ｍ64、佐竹はハンマー投で手首を痛めたよう

で、またもファールとなってしまう。八木澤は着実に記

録を伸ばし 11ｍ37 の投擲を見せる。3 投目、またしても

中村・佐竹 2 人ともファールしてしまったが、八木澤は

安定して好記録を残す。3 投目を終えた時点で、八木澤 1

位、中村 3 位、佐竹 6 位となった。ただ、佐竹は記録を

残さない限り点数が入らないので、とりあえず記録を残

してほしいという応援側を察したのだろうか。4 投目佐

竹は 10ｍ55 という記録を残し 4 位に浮上した。一方中

村は 10ｍ38 で伸ばせなかった。八木澤も 11ｍ37 を超え

る投擲にはならなかった。5 投目、中村は 10ｍ59 を記録

した。佐竹は記録を残せて安心したか 10ｍ82に伸ばす。

八木澤は 11ｍ09 だった。最終投擲、中村が 10ｍ11、佐

竹が 10ｍ87 で八木澤はファールとなった 

 結果としては、1 位八木澤 11ｍ37、2 位佐竹 10ｍ87、

4 位中村が 10ｍ64 だった。 

 

13:40 女子砲丸投 決勝 

 対校女子砲丸投には、町田(1 年)、花渕(1 年)が出場し

た。試技順は女子が町田、花渕の順番であった。初出場

となる 2 人はどこまで記録が伸ばせるかというところ。 

 結果は花渕が 4m90 で 3 位、町田が 4m75 で 4 位とな

り、女子の砲丸投は、京大の選手 2 人が強く、また東大

は 1 年生かつあまり練習積めていなかったこともありス

コンク負けを喫してしまった。砲丸投では負けてしまっ

たが、中距離選手であるにも関わらず出場し、女子の総

合得点の勝利に大きく貢献したと言える。町田と花渕の

今後の飛躍に期待されたい。 

 

14:30 男子三段跳 決勝 

男子対校三段跳びには毛利(4 年)、平木(4 年)、木下(4

年)の 4 年生の 3 人が出場する。ここまで競り合ってきた

3 人であるので共に高め合って記録が出せることが期待

される。また木下は 4 連覇がかかり、今回も記録が期待

される。 

1 本目の跳躍では毛利と木下は大きく飛ぶもののファ

ールとなってしまう。平木はステップが非常に大きい跳

躍で 14m15cm と記録を残す。2 本目では平木はまた大

きい跳躍を見せるもファールとなる。毛利は 13m51cm

で、木下は 14m44cm と 2 人とも自己記録からは劣るも

ののまずまずの結果を残す。3 本目は平木がファール、

毛利が 13m45cm で木下が 14m65cm となり、木下が記

録を伸ばした。4 本目では毛利と平木が手拍子を求め、

大きな声援の中、毛利が 13m69cm と記録を伸ばした。

平木は大きく跳ぶがファールとなってしまう。木下はま

たも 14m67cm と記録を伸ばした。5 本目では、木下が

14m94cm と更に記録を伸ばした。6 本目では手拍子の中、

毛利が 13m52cm の跳躍を見せる。平木と木下も同様の

声援の中だったが惜しくもファールとなってしまった。 

結果は木下が 1 位で 4 連覇となり、平木が 4 位、毛利

が 5 位で全体では 1 点勝ちとなった。記録としてはベス

トではなかったがしっかりと勝ち越すことができ、選手

たちは活躍を見せた。 

 

14:40 男子やり投 決勝 

 男子対校やり投には、東大からは八木澤(4 年)、田口(4

年)、石田(2 年)が出場した。 

 八木澤は 49m の資格記録を持っているが、肘を痛めて

満足な練習ができていなかった。2 投目に 45m19 を投げ

たが、それ以外は全て 40m 前半にとどまった。田口は 2

ヶ月前にやり投を始めたにもかかわらず、3 投目に

45m45 と、資格記録を 8m ほども上回る大投擲を見せた。

5 投目には 45m80 とさらに記録を伸ばした。石田は一橋

戦から調子が良く、2 投目に 46m95 を出すと、3 投目、
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5 投目と 46m 台を連発した。アベレージは確実に上がっ

ているものの、1 発が出ず、悔しさが残る結果となった。 

 最終結果は八木澤が 45m19 で 6 位、田口が 45m80 で

5 位、石田が 46m95 で 4 位だった。 

 

 

3. 選手の言葉 

中距離 4 年 荒木玲 

(800m,4×100mR) 

女子 800m と 4×100mR の 1 走を走りました。この京

大戦で競技を引退するつもりだったので、4 年間の集大

成として臨みました。 

800m では京大の両選手とも調子を落としており、3 位

は死守した上で 2 位に滑り込めればという見通しでした。

自己ベストが更新できれば 2 位争いができると考え、七

大戦以降はそれを目標に練習していましたが、直前の練

習で軽く脚を痛めたために本番では 3 位を確実に守りに

行く展開にしました。終わってみれば 2 位争いをしてい

たらと思いを巡らせてしまいますが、不甲斐ない結果に

終わった七大戦から、3 位を確実に守れるまで地力をあ

げられたのは評価できると思います。 

4×100mR では 2 走へのバトンパスがもたついたのは

非常に申し訳ないです。最終種目で勝って終わりたかっ

たですが、京大側の意地も感じたレースでした。去年か

らリレーを走っていますが、最後まで他のメンバーに負

担を背負わせてしまったのも心残りです。来年以降も専

門外の選手がリレーを走る可能性は高いので、私から伝

えられることは伝えていきたいと思います。 

 最後になりましたが、初心者として陸上部に入部して

から 3 年半、OBOG の皆様からの多大なご支援を賜りな

がら様々な経験をさせて頂きました。ここまで平坦な道

ではありませんでしたが、この部での経験が自分を 1 回

りも 2 回りも大きく成長させてくれたと感じます。心よ

り感謝申し上げると共に、今後は皆様と一緒に後輩達を

応援していこうと思います。 

 

中距離 4 年 坂口諒 

(800m,4×400mR) 

 800m と 4×400mR に出場いたしました、中距離 4 年

の坂口です。結果は 800m が 4 位、4×400mR が 2 位で

した。 

 800m は、京大の木村選手が実力としては抜けている

状況で、私と小野、そして京大の土屋選手の 3 人で 2 位

を争う構図となるはずでした。土屋選手には七大戦の時

には勝てていたにも関わらず、夏に調子を落としたこと

で勝負に擦りもしない結果となってしまったことは深く

反省しなければならないと思っています。私は 2 年前の

京大戦 800m で初めて対校戦に出場してから、常に強か

った先輩方のような活躍を目指してやってきましたが、

理想とは程遠い現実に、悔しい気持ちでいっぱいです。

もう対校戦でリベンジすることは出来ませんが、日本イ

ンカレなどもっと大きな舞台で必ずこの悔しさを晴らし

ます。 

 4×400mR は 3 走でした。京大は 1 番手の 47”台の選

手が怪我で 50”台の選手に代わり、その選手が 3 走だっ

たので、自分のところで前に出て先にバトンを渡すしか

東大が勝つ方法はないと考えていました。バトンを受け

た時の差を考慮し、今回はいつもより前半から積極的に

飛ばすことにしましたが、この判断が良かったと思いま

す。後半もあまり大きく落ちることなく、京大の選手に

最後並べて、バトンパスで前に出ることが出来ました。

最後は京大に負けてしまったのでやはり悔しいですが、

ラップで 48”台が出たのは自信になりました。スピード

はある程度ついていることは確認できたので、本職の

800m に活かします。 

2 種目とも応援ありがとうございました。 

 

長距離 3 年 阿部飛雄馬 

(5000m) 

一昨年、昨年と負け越しており、かつ個人としても一

昨年は 6 位、昨年は 5 位と 1 度も京大生に勝つことがで

きていなかったため、個人的な思い入れの強い大会でし

た。直前に判明した貧血の治療過程で状態はうなぎ上り

であり、また走りの感覚的にも絶好調であったため、ほ

とんど不安要素なくレースに臨めました。 

今回途中までペースが大して速くなかったことが幸い

しました。1 キロ 3 分前後のペースであれば、京大の 1

番手には走力で劣っていますし、何より貧血の影響が強

く現れ、ともすれば向こうの 2 番手や 3 番手にも負けて
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いたかもしれません。自分にとって最良のレース展開で

した。 

仕掛けられて 1 度離されてからも冷静な判断をして勝

機を伺うことができたことが今回の勝因です。一気に追

いつくにはペースが速く、また急激に体力を消耗してラ

ストで競り負けることを避けての判断でした。何より前

を走っていたのが七大戦で負けていた相手であったこと、

ラスト 250m 付近で仲間が近くまで駆け寄って鼓舞して

くれたことによる「強い気持ち」があのような形での勝

利を引き寄せたと思っています。 

来年は東大の絶対的エースである近藤さんがいなくな

ります。対する京大には東大と比べて高い水準の PB を

持つ下級生がまだまだ控えています。今のままでは個人

としてもパートとしても厳しい戦いとなることは間違い

ありません。まずは個人として今シーズン中に 14’30 を

切ることを目標に据え、盤石な体制を整えていきたいと

思います。 

 

競歩 1 年 保田亜久利 

(5000mW) 

5000mW に出場しました、学部 1 年の保田です。記

録的に不完全燃焼となった七大戦から 2 ヶ月たって迎

えた京大戦、この夏は白馬村での競歩合宿を軸に競歩と

いう種目に徹底的に向き合えた日々となり、練習でもス

ピード感覚が試合に向けて上がっているのを感じました。

また対校選手として相手に勝ちきるという 7 月の四大

戦では果たせなかったことを 京大の 3 番手相手にでき

ることへの期待も膨らませていました。この京大戦は夏

の成果が表れる場だという認識のもと、四大戦、七大戦

のリベンジを果たすべく記録と順位との二兎を追ってい

こうと意気込んでいました。 

レースは予想に反して京大の選手をすぐには引き離す

ことができず、最後の 1 周でギリギリ勝つという危なっ

かしい展開になりましたが、なんとか対校選手としての

役目を果たせたことに安堵しました。高校時代の目標で

あった 22 分台という記録も自ずとついてきて、うれし

いと同時に共に戦うことができた京大の選手への感謝の

気持ちも湧いてきました。 

今年戦った相手と来年また同じように勝負できるのが

対校戦の良さであります。ライバルの成長を期待しつつ 

1 年後東京で今年を上回る成果を上げられるよう努力し

てまいります。 

 

跳躍 4 年 戸部潤一郎 

(棒高跳) 

 資格記録で見ると三宅の 1 位と片渕の 6 位がほぼ確定、

残りの 4 人の混戦が予想される状況でした。棒高跳で勝

ち越すためにも 3 位を目標としました。自分の状態とし

ては、京大戦 6 日前に右アキレス腱を軽く痛めてその後

あまり動けておらず、やや不安が残る状態でした。 

 京大戦当日は安定した追い風で気温も適度で良いコン

ディションでした。 

 3m20 から試技を開始し 3m60 まで 1 本目で成功しま

した。3m80 は成功すれば自己ベストとなる高さでした

がこれも 1 本目で成功。京大生 2 人がこの高さまでに失

敗していたため、自分の他には京大の五十嵐とまだ試技

を開始していない三宅のみが残る状況でした。この段階

で 3 位以上が確定したため気持ちが楽になり緊張もほぐ

れてきました。試技数で有利だったため 3m90 をパスし

たところ、五十嵐が 1 本目で成功。4m を五十嵐と同じ

か少ない本数で成功すれば勝てる状況になりました。結

局五十嵐は 3 回目で成功し、自分は 3 回とも失敗し 3 位

となりました。 

 最後の対抗戦で自己ベストを更新して目標の 3 位を取

ることができたのは大変嬉しく思います。また、たくさ

んの方に応援していただき楽しく試合をする事ができま

した。ありがとうございました。 

 

 

4. チーフの言葉 

短距離チーフ 渡辺敬博 

 短距離チーフを 1 年とちょっとの間つとめさせて頂い

た渡辺です。 

 短距離としては関カレでの井上の入賞・4 継の決勝進

出、七大での 100,200 の活躍がありましたが中々勝ちに

つながる結果の出せないシーズンでした。 

 個人的には苦しいシーズンでしたが、同期や後輩、竹

井さん、OB の方々のお陰で任を全うすることができま

した。この場を借りてお礼申し上げます。 
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 これから伊藤のチームが始まります。懸念だったハー

ドラー不足も解消され、来シーズンからは短距離がチー

ムを戦力的にも精神的にも引っ張る時代が来ると思いま

す。3 年の伊藤チーフ、2 年代表の井上だけでなく短距

離全員が作っていくチームを陰ながら見ていきたいと思

います。 

 最後になりますが 4 年間ありがとうございました。 

 

中距離チーフ 坂口諒 

 中距離パートチーフを務めさせていただきました、中

距離 4 年の坂口です。この 1 年のパートとしての総括を

させていただきます。 

 今年の中距離パートは、パート全体としてほとんど対

校戦で活躍することが出来ませんでした。これは、他パ

ートのように 2、3 番手がいないことによる問題ではな

く、そもそも 1 番手の選手に勝負強さがなかったことに

よる問題だと思っています。やはり、エースがいない、

もしくはいても活躍出来ないパートには勢いは生まれま

せん。今後東大陸上部がさらに強くなるためには、あく

まで理想論であり口で言うだけなら簡単なのですが、各

人が着実に強くなれる環境を作り、3、4 年生を中心とし

た各種目のエースが引っ張っていけると良いと思います。 

 マイナスなことばかりを書いてしまいましたが、この

1 年間で、中距離パートの部員たちは各々が確実に速く、

強くなったという実感はあります。幸いにも今年は 1 年

生の人数が多く、やっと勢いづいてきたように思います。

切磋琢磨できる環境は整っているので、これからさらに

強くなっていってほしいと思います。 

 1 年間、ありがとうございました。 

 

長距離チーフ 近藤秀一 

 近藤は優勝、阿部と栗山は京大の 1 番手に勝つことを

目標として戦いました。阿部が 2 着に入れたのは良かっ

たですが、練習を抜群にこなせていた栗山が 6 着だった

のが残念なところでした。狙うべき試合に精神面で合わ

せきれないのが本人の課題です。予選会に向けて修正し

ていきます。5000m は自分が入部する以前からずっと勝

ち越せていなかったので、ひとまず勝ち越すことができ

てよかったです。 

 来年以降も長距離パートが京大戦での勝利の原動力と

なれるよう後輩たちには頑張ってもらいたいです。 

 

競歩チーフ 堀江駿 

いつもお世話になっております。競歩パートではこの

1 年間で選手の数も増えて、充実した練習を積むことが

できました。その結果、後藤(3年)が関東インカレで 4

位入賞し、全日本インカレにも出場するなど大会での好

成績に結びついたと思います。しかし、パート全体とし

てみれば満足のいくシーズンだったとは言えません。七

大戦や京大戦などにおいてチームに大きく貢献する結果

を残すことができなかったことは非常に残念です。 

来シーズンは競歩のおかげで試合に勝てたと言っても

らえるような成績を残すべく、新チーフ後藤の下でより

一層の努力を重ねてまいります。OB・OGの皆様におかれ

ましてはこれまでと変わらぬご支援、ご声援のほどよろ

しくお願いします。 

 

跳躍チーフ 平木基人 

 跳躍パートチーフの平木です。今季の跳躍パートはお

世辞にも対校戦で活躍したとは言えませんでした。多く

の人が目標としていた関カレ標準を新たに突破する者は

出ず、今年の部における最大の目標である七大戦でも力

を発揮しきれないまま終わってしまいました。烏滸がま

しく思われるかもしれませんが、この結果はチーフたる

私の不甲斐なさ所以です。冬季の練習中からずっと私自

身が怪我をしていたことを言い訳にして、パートのこと

を疎かにしてしまったのは、部員はもちろん、応援して

くださっている方々に対しても非常に申し訳ない思いで

いっぱいです。幸いにも後輩たちは皆頼もしいので、平

井を中心としていいパートを作り上げていけるでしょう。

1 年間応援ありがとうございました。今後ともご支援、

ご声援のほどよろしくお願いします。 

 

投擲チーフ 八木澤光大 

前投擲パートの八木澤です。パートを見てみると、

1 年前、自分が投擲パートになった時と今とを比べる

とだいぶ変わったと思います。力をつけて順調に記録

を伸ばした人もいれば、自分も含めて途中怪我をして

別の種目をやり始め、そこで記録を伸ばしてきた人も

います。 
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結果として、各自が 1 年前に望んだ形かどうかはわか

りませんが、全体的に大きくパワーアップできたと思

っています。4 年が抜けると戦力的にはかなりダウン

しますが、伸びている最中の人が多いので、冬練をし

っかり積んで来シーズンも頑張ってほしいと思いま

す。 

また、パートとしてパワーアップできた大きな要因

として去年短距離から転向してきてくれた田口の存

在がありました。自分の好きな種目をとことん突き詰

めるのももちろんいいですが、選手として活躍するた

めに思い切って種目を変えてみる、というのも大学で

の陸上生活として十分ありだと思います。投擲に限っ

た話ではなく、そういう人が一定数いることで部全体

としてもより強くなるはずです。田口の活躍を見て、

続く人が少しでも出るといいなと思っています。 

 

 

5. 試合結果 

第 91 回 東京大学・京都大学対校陸上競技大会 

男子 100m 決勝(+1.4) 

1 加藤 寿昂 京大 10”80 

2 村井 輝 東大 10”82  

3 井上 昴 東大 10”85 

4 安藤 滉一 京大 10”86 

5 高村 直也 東大 11”00 

6 小野 貴裕 京大 11”03 

 

男子 200m 決勝(+1.0) 

1 聲高 健吾 東大 21”58 

2 小谷 哲 京大 21”96 

3 井上 昴 東大 21”97 

4 安藤 滉一 京大 22”04 

5 小嶋 健太郎 東大 22”23 

6 藤田 雄大 京大 22”40 

 

男子 400m 決勝 

1 小谷 哲 京大 48”52 

2 小原 幹太 京大 49”08 

3 水野 廉也 京大 50”25 

4 岩崎 誠倫 東大 50”65 

5 伊藤 康裕 東大 50”98 

6 加藤 正凌 東大 52”32 

 

男子 800m 決勝 

1 木村 佑 京大 1’54”44 

2 土屋 維智彦 京大 1’55”34 

3 小野 康介 東大 1’57”67 

4 坂口 諒 東大 1’59”51 

5 田中 達也 京大 2’00”15 

6 若杉 亮 東大 2’00”40 

 

男子 1500m 決勝 

1 木村 佑 京大 3’55”56 

2 近藤 秀一 東大 3’56”78 

3 清原 陸 京大 3’57”19 

4 道岡 聖 東大 4’22”22 

5 渡邊 康介 京大 4’22”68 

6 長谷川 祐輝 東大 4’22”75 

 

男子 5000m 決勝 

1 近藤 秀一 東大 15’03”32 

2 阿部 飛雄馬 東大 15’28”06 

3 原田 麟太郎 京大 15’30”16 

4 谷川 尚希 京大 15’43”54 

5 清水 厚佑 京大 15’43”92 

6 栗山 一輝 東大 15’56”28 

 

男子 110mH 決勝(+1.5) 

1 小野 貴裕 京大 15”03 

2 福島 理 京大 15”10 

3 吉川 広祐 京大 15”28 

4 本田 洋平 東大 15”50 

5 馬上 凌 東大 15”73 

6 松田 光陽 東大 15”89 

 

男子 400mH 決勝 

1 五十嵐 隆皓 京大 55”25 

2 増田 多聞 東大 55”64 

3 本田 洋平 東大 55”69 
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4 平田 泰行 京大 56”29 

5 長谷川 隼 京大 56”85 

松田 光陽 東大 DQ 

 

男子 5000mW 決勝 

1 後藤 潤平 東大 20’53”65 

2 高野 圭太 京大 20’58”62 

3 亀田 孝太郎 京大 21’57”07 

4 堀江 駿 東大 22’37”21 

5 保田 亜久利 東大 22’46”10 

6 馬淵 丈 京大 22’47”47 

 

男子 4×100mR 

1 東大 聲高―小嶋―井上―村井 40”88 

2 京大 田中―小野―安藤―加藤 41”57 

 

男子 4×400mR 

1 京大 小谷―水野―田中―小原  3’18”30 

2 東大 小嶋―岩崎―坂口―松田  3’19”43 

 

男子走幅跳 

1 木下 秀明 東大 7m19(+0.9) 

2 伊東 悠希 京大 7m01(-0.5) 

3 村井 輝 東大 6m73(+0.8) 

4 本居 和弘 京大 6m65(+0.4) 

5 南井 航太 京大 6m44(+0.4) 

6 栗原 怜也 東大 4m68(-0.3) 

 

男子走高跳 

1 阪口 裕飛 京大 1m95 

2 木下 秀明 東大 1m90 

2 赤塚 智弥 東大 1m90 

4 五十嵐 隆皓 京大 1m85 

5 永本 裕貴 東大 1m75 

6 黒川 泰暉 京大 1m65 

 

男子棒高跳 

1 三宅 功朔  東大 5m05 

2 五十嵐 隆皓 京大 4m00 

3 戸部 潤一郎 東大 3m80 

4 石田 風太 京大 3m70 

5 黒川 泰暉 京大 3m40 

6 片渕 大成 東大 2m80 

 

男子三段跳 

1 木下 秀明  東大 14m94(+0.2) 

2 三神 惇志 京大 14m36(±0.0) 

3 伊東 悠希 京大 14m28(-1.1) 

4 平木 基人 東大 14m15(+0.1) 

5 毛利 冬悟 東大 13m69(-0.1) 

6 松井 そら 京大  13m50(+1.2) 

 

男子砲丸投 

1 八木澤 光大 東大 11m37 

2 佐竹 俊哉 東大 10m87 

3 松井 そら 京大 10m68 

4 中村 優太 東大 10m59 

5 三谷 圭 京大 9m48 

6 藤田 歩 京大 9m44 

 

男子円盤投 

1 大橋 悟 京大 44m08 

2 佐竹 俊哉 東大 33m87 

3 八木澤 光大 東大 31m45 

4 田口 広太郎 東大 30m12 

5 松井 そら 京大 29m94 

6 阪口 裕飛 京大 25m85 

 

男子ハンマー投 

1 三谷 圭 京大 42m84 

2 大橋 悟 京大 40m17 

3 藤田 歩 京大 31m14 

4 佐竹 俊哉 東大 28m78 

5 中村 優太 東大 19m62 

6 三浦 勁士 東大 17m48 

 

男子やり投 

1 中山 奎吾 京大 54m10 

2 松井 そら 京大 49m85 

3 加藤 寿昂 京大 48m89 
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4 石田 駿平 東大 46m95 

5 田口 光太郎 東大 45m80 

6 八木澤 光大 東大 45m19 

 

総合得点 

1 位: 京都大学 198 点 

2 位: 東京大学 174 点 

 

第 16 回 東京大学・京都大学対校女子陸上競技大会 

女子 100m 決勝(+0.5) 

1 内山 咲良 東大 12”70 

2 小野 萌子 京大 13”11 

3 後藤 加奈 京大 13”14 

4 谷口 智海 東大 13”17 

 

女子 400m 

1 内山 咲良 東大 57”96 

2 小野 萌子 京大 59”47 

3 高石 涼香 東大 59”82 

4 後藤 加奈 京大 1’00”98 

 

女子 800m 

1 高石 涼香 東大 2’15”65 

2 西川 真悠 京大 2’26”60 

3 荒木 玲 東大 2’29”99 

4 安藤 百香 京大 2’33”98 

 

女子 3000m 

1 高石 涼香 東大 10’29”34 

2 藤原 ゆか 東大 11’04”61 

3 藤本 涼 京大 11’48”96 

4 鶴崎 涼花 京大 12’54”67 

 

女子 4×100mR 

1 京大 奥村―後藤―花房―小野 50”91 

2 東大 荒木―谷口―内山―高石 51”27 

 

女子走幅跳 

1 内山 咲良 東大 5m54(+2.3)  

2 林 玲美 京大 4m71(+1.2) 

3 花房 柚衣香 京大 4m41(+0.2) 

4 谷口 智海 東大 4m41(+0.5) 

 

女子砲丸投 

1 横山 優花 京大 11m02 

2 中野 水貴 京大 8m68 

3 花渕 真生 東大 4m90 

4 町田 黎子 東大 4m75 

 

総合得点 

1 位: 東京大学 34 点 

2 位: 京都大学 32 点 

 

 

6. 自己記録更新者一覧 

9/17 第 9 回東京ラビッツ陸上競技大会 

100m 石飛峻樹(1 年) 11”95(-0.7) 

 

9/22 第 265 回日本体育大学長距離競技会 

800m 大島知之(4 年) 2’00”04 

800m 山崎拓海(1 年) 2’02”39 

800m 岩室真央(1 年) 2’04”96 

800m 花渕真生(1 年) 2’37”50 

800m 町田黎子(1 年) 2’49”26 

1500m 松原新(3 年) 4’17”81 

1500m 森本祥之(3 年) 4’18”53 

1500m 堀越美菜(4 年) 5’31”62 

3000m 堀越美菜(4 年) 12’10”43 

 

9/24 第 91 回東京大学・京都大学対校陸上競

技大会兼第17回東京大学･京都大学対校女子陸

上競技大会 

100m 村井輝(3 年) 10”82(+1.4) 

100m 高村直也(1 年) 11”00(+1.4) 

200m 加藤正凌(4 年) 23”09(±0.0) 

200m 齋藤嘉紀(4 年) 22”98(±0.0) 

200m 平井智史(3 年) 22”69(±0.0) 

200m 岸田祐馬(2 年) 22”93(+0.4) 

200m 直川史寛(2 年) 23”74(+0.2) 
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200m 高村直也(1 年) 23”05(±0.0) 

200m 星野祐樹(1 年) 22”51(+0.2) 

400m 内山咲良(3 年) 57”96  

400m 岩崎誠倫(2 年) 50”65 

800m 杉本直之(3 年) 2’02”37 

800m 松原新(3 年) 2’05”05 

5000m 加藤泰斗(1 年) 15’56”51 

110mH 本田洋平(2 年) 15”50(+1.5) 

400mH 増田多聞(1 年) 55”64 

5000mW 後藤潤平(3 年) 20’53”65 

5000mW 根津駿介(3 年) 25’35”85 

5000mW 保田亜久利(1 年) 22’46”10 

棒高跳 戸部潤一郎(4 年) 3m80 

走幅跳 木下秀明(4 年) 7m19(+0.9) 

走幅跳 谷口智海(1 年) 4m41(+0.5) 

ﾊﾝﾏｰ投 佐竹俊哉(4 年) 28m78 

ﾊﾝﾏｰ投 中村優太(2 年) 19m62 初出場 

ﾊﾝﾏｰ投 三浦勁士(1 年) 17m48 初出場 

円盤投 八木澤光大(4 年) 31m45 

やり投 田口広太郎(4 年) 45m80 

砲丸投 花渕真生(1 年) 4m90 初出場 

砲丸投 町田黎子(1 年) 4m75 初出場 

 

 

7. 2018 年度 部内五傑 

(順位 氏名 (学年) タイム 日付) 

男子 100m 

1 井上昴(2 年)  10”77(+1.0) 5/6 

2 村井輝(3 年)  10”82(+1.4) 9/24 

3 阿久津大貴(3 年) 10”90(+0.7) 5/6 

4 高村直也(1 年)  11”00(+1.4) 9/24 

5 岩崎誠倫(2 年)  11”26(+1.5) 7/14 

 

男子 200m 

1 聲高健吾(2 年)  21”58(+1.0) 9/24 

2 小嶋健太郎(4 年) 21”84(+0.7) 6/9 

3 井上昴(2 年)  21”90(+1.4) 5/6 

4 星野祐樹(1 年)  22”51(+0.2) 9/24 

5 阿久津大貴(3 年) 22”54(-3.6) 7/8 

 

男子 400m 

1 小嶋健太郎(4 年) 50”20  4/30 

2 坂口諒(4 年)  50”25  6/9 

3 伊藤康裕(3 年)  50”64  5/5 

4 岩崎誠倫(2 年)  50”65  9/24 

5 村井輝(3 年)  50”66  5/25 

 

男子 800m 

1 坂口諒(4 年)  1’55”12  4/21 

2 小野康介(3 年)  1’55”60  4/21 

3 近藤秀一(4 年)  1’56”56  3/17 

4 伊藤龍一郎(4 年) 1’58”81  3/17 

5 大島知之(4 年)  2’00”04  9/22 

 

男子 1500m 

1 近藤秀一(4 年)  3’51”51  7/29 

2 阿部飛雄馬(3 年) 4’05”49  6/23 

3 古賀淳平(3 年)  4’05”49  6/23 

4 油井星羅(4 年)  4’07”50  3/18 

5 松本郁也(2 年)  4’07”57  6/2 

 

男子 5000m 

1 近藤秀一(4 年)  14’12”17  4/7 

2 阿部飛雄馬(3 年) 15’10”06  7/1 

3 栗山一輝(3 年)  15’26”75  6/3 

4 松本郁也(2 年)  15’26”77  3/31 

5 岩崎瞭介(4 年)  15’36”49  6/3 

 

男子 10000m 

1 近藤秀一(4 年)  29’41”74  5/27 

2 道岡聖(1 年)  33’18”82  6/23 

3 福本啓悟(1 年)  33’33”80  6/23 

4 加藤悠生(1 年)  33’38”65  6/23 

5 古賀淳平(3 年)  33’47”88  6/2 

 

男子 110mH 

1 本田洋平(2 年)  15”50(+1.5) 9/24 

2 馬上凌(1 年)  15”73(+1.5) 9/24 

3 松田光陽(3 年)  15”89(+1.5) 9/24 
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4 村井輝(3 年)  16”44(-5.1) 5/25 

5 増田多聞(1 年)  16”86(-4.2) 7/8 

 

男子 400mH 

1 増田多聞(1 年)  55”64  9/24 

2 松田光陽(3 年)  55”66  6/9 

3 本田洋平(2 年)  55”69  9/24 

4 柏木龍太(2 年)  57”54  7/8 

5 滝口直弥(2 年)  1’01”56  7/29 

 

男子 3000mSC 

1 阿部飛雄馬(3 年) 9’24”59  7/29 

2 栗山一輝(3 年)  9’36”63  7/29 

3 大庭帆貴(2 年)  9’52”25  5/5 

4 古賀淳平(3 年)  10’04”55  3/23 

5 道岡聖(1 年)  10’07”29  7/29 

 

男子 5000mW 

1 後藤潤平(3 年)  20’53”865 9/24 

2 堀江駿(4 年)  22’07”31  7/28 

3 保田亜久利(1 年) 22’46”10  9/24 

4 千菊智也(2 年)  22’53”26  6/9 

5 松原亘希(1 年)  24’35”55  7/28 

 

男子 10000mW 

1 後藤潤平(3 年)  42’22”00  7/7 

2 堀江駿(4 年)  44’36”69  7/7 

3 千菊智也(2 年)  45’45”95  5/26 

 

男子 4×100mR 

1 聲高(2)-小嶋(4)-井上(2)-村井(3) 40”88 9/24 

2 小嶋(4)-阿久津(3)-井上(2)-木下(4) 40”89 5/24 

3 小嶋(4)-阿久津(3)-井上(2)-木下(4) 41”03 5/25 

4 小嶋(4)-阿久津(3)-井上(2)-村井(3) 41”21 7/28 

5 村井(3)-阿久津(3)-井上(2)-伊藤(3) 41”90 4/7 

 

男子 4×400mR 

1 小嶋(4)-岩崎(2)-坂口(4)-松田(3) 3’19”43 9/24 

2 小嶋(4)-岩崎(2)-坂口(4)-伊藤(3) 3’20”24 7/29 

3 小嶋(4)-村井(3)-坂口(4)-伊藤(3) 3’21”06 7/8 

4 伊藤(3)-岩崎(2)-近藤(2)-井上(2) 3’22”61 8/26 

5 伊藤(3)-岩崎(2)-近藤(2)-松田(3) 3’23”27 6/9 

 

男子走幅跳 

1 木下秀明(4 年)  7m19(+0.9) 9/24 

2 栗原怜也(2 年)  6m87(+1.6) 7/8 

3 村井輝(3 年)  6m84(-0.2) 8/26 

4 星野祐輝(1 年)  6m75(+0.2) 6/9 

5 平井智史(3 年)  6m64(+1.7) 8/26 

 

男子三段跳 

1 木下秀明(4 年)  14m94(+0.2) 9/24 

2 平木基人(4 年)  14m22(+0.4) 8/26 

3 毛利冬悟(4 年)  14m05(+0.6) 7/28 

4 星野祐輝(1 年)  14m04(+1.2) 5/25 

5 原澤龍平(3 年)  13m91(-0.2) 5/6 

 

男子走高跳 

1 赤塚智弥(3 年)  1m98  7/8 

2 木下秀明(4 年)  1m98  7/29 

3 永本裕貴(1 年)  1m75  7/8 

4 渡部智博(1 年)  1m75  7/8 

 

男子棒高跳 

1 三宅功朔(3 年)  5m20  7/8 

2 戸部潤一郎(4 年) 3m80  9/24 

3 村井輝(3 年)  3m30  5/25 

4 片渕大成(3 年)  2m80  7/8 

 

男子砲丸投 

1 八木澤光大(4 年) 11m61  7/29 

2 佐竹俊哉(4 年)  11m24  7/29 

3 中村優太(2 年)  10m65  8/26 

4 三浦勁士(1 年)  9m62  7/8 

5 村井輝(3 年)  9m42  5/25 

 

男子円盤投 

1 佐竹俊哉(4 年)  34m75  7/29 

2 田口広太郎(4 年) 33m83  7/8 

3 八木澤光大(4 年) 31m45  9/24 
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4 中村優太(2 年)  28m91  7/8 

5 三浦勁士(1 年)  22m66  7/8 

 

男子やり投 

1 石田駿平(2 年)  47m60  8/26 

2 田口広太郎(4 年) 45m80  9/24 

3 八木澤光大(4 年) 45m19  9/24 

4 三浦勁士(1 年)  41m92  7/8 

5 中村優太(2 年)  41m64  4/7 

 

男子ハンマー投 

1 佐竹俊哉(4 年)  28m78  9/24 

2 中村優太(2 年)  19m62  9/24 

3 三浦勁士(1 年)  17m48  9/24 

 

女子 100m 

1 内山咲良(3 年)  12”57(+1.0) 8/11 

2 谷口智海(1 年)  13”17(+0.5) 9/24 

 

女子 400ｍ 

1 内山咲良(3 年)  57”96  9/24 

2 高石涼香(4 年)  59”50  6/9 

3 町田黎子(1 年)  1’20”74  7/29 

 

女子 800m 

1 高石涼香(4 年) 2’10”92  5/26 

2 荒木玲(4 年)  2’29”99  9/24 

3 花渕真生(1 年) 2’37”50  9/22 

4 堀越美菜(4 年) 2’47”07  6/23 

5 町田黎子(1 年) 2’49”26  9/22 

 

女子 1500m 

1 高石涼香(4 年) 4’35”34  3/24 

2 藤原ゆか(4 年) 5’01”15  4/21 

3 荒木玲(4 年)  5’18”03  7/12 

4 堀越美菜(4 年) 5’31”62  9/22 

5 花渕真生(1 年) 5’41”47  8/26 

 

女子 3000m 

1 高石涼香(4 年) 10’16”93  7/29 

2 藤原ゆか(4 年) 10’37”31  5/12 

 

女子 110mH 

1 内山咲良(3 年)  15”65(+0.8) 8/12 

 

女子 4×100mR 

1 荒木(4)-谷口(1)-内山(3)-高石(4) 51”27 9/24 

2 荒木(4)-谷口(1)-内山(3)-高石(4) 52”07 7/29 

 

女子走幅跳 

1 内山咲良(3 年)  5m56(+1.1) 8/12 

2 谷口智海(1 年)  4m41(+0.5) 9/24 

 

女子三段跳 

1 内山咲良(3 年)  11m75(+2.0) 7/8 

 

女子走高跳 

1 内山咲良(3 年)  1m56  7/29 

 

女子砲丸投 

1 内山咲良(3 年)  8m07  8/26 

2 花渕真生(1 年)  4m90  9/24 

3 町田黎子(1 年)  4m75  9/24 

 

女子やり投 

1 内山咲良(3 年)  13m82  8/12 

 

 

8. 主務より 

8.1 応援 OB・OG 紹介 

9 月 24 日に京都府立山城総合運動公園陸上競技場で

行われました第 91 回東京大学・京都大学対校陸上競

技大会兼第 17 回東京大学・京都大学対校女子陸上競

技大会に際し、応援に駆けつけてくださいました

OB・OG の方のご氏名をご卒業年順に報告いたします。

(敬称略) 

 

昭和 35 年卒 笹治峻 

昭和 40 年卒 浅井光昭 
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昭和 54 年卒 中谷敬二 

昭和 55 年卒 斎藤誠二 

昭和 57 年卒 室城信之 

平成 3 年卒 小野満 

平成 3 年卒 中谷良人 

平成 13 年卒 岡野浩行 

平成 15 年卒 橋本武 

平成 23 年卒 近藤尭之 

平成 23 年卒 園部竜也 

平成 23 年卒 渡邉拓也 

平成 25 年卒 大内田弘太朗 

平成 25 年卒 渡邊駿 

平成 26 年卒 高森一 

平成 29 年卒 阿部龍太郎 

平成 29 年卒 加藤騎貴 

平成 29 年卒 軽部智 

平成 30 年卒 伊藤幸乃 

平成 30 年卒 後藤裕瑛 

平成 30 年卒 土井雅人 

平成 30 年卒 早川航平 

平成 30 年卒 平岡侑一郎 

 

遠方にも関わらず応援にお越しくださいましたこと、

部員一同、心より御礼申し上げます。 

 

8.2 行事予定 

今後の行事予定をお知らせいたします。 

10.13(土)  箱根駅伝予選会＠立川 

 

8.3 連絡先 

連絡先 

慶弔のご連絡は下記連絡先までお願い申し上げます。 

総務委員長：斎藤誠二 

TEL ：03-5370-9370 

Mail ：Seiji_Saito@suntory.co.jp 

学生主務：一柳里樹 

〒226-0011  神奈川県横浜市緑区中山町 320-2-307 

TEL : 090-9249-4957 

Mail : shumu@uttf.org 

学生主務補：阿部飛雄馬 

Mail ：uttf.shumuho@gmail.com 

部便り郵送不要の方は、お手数ですが学生主務補までご

連絡下さい。 

この部便りは陸上運動部ホームページ内の｢OBOG 向

け｣からもご覧になれます。 

URL : http:..www.uttf.org 

 

学生主務 一柳里樹 

 

部便りに関するご意見、ご感想は部便り主任の根津まで

お送り下さい。 

                    部便り主任  根津駿介 

  (Mail: uttfbdyri2017@gmail.com) 

http://www.uttf.org/

